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10月22日 

 

13:30～17:00 

令和 4年 

土

土 

令和 

4年度 

難病 ITコミュニケーション 

主催：新潟県・新潟市難病相談支援センター 

問い合わせ 

新潟県・新潟市難病相談支援センター 

〒950-2085   

新潟市西区真砂 1丁目 14番 1号 西新潟中央病院内 
電話 ０２５－２６７－２１７０ 

※参加申し込みは裏面をご覧ください 

協力：国立病院機構西新潟中央病院 

国立病院機構新潟病院 

新潟市障がい者 ITサポートセンター 

新潟県作業療法士会 

日本ALS協会新潟県支部 

 

【コミュニケーション支援にかかわる基礎知識】 

◼ コミュニケーション支援の考え方  早川竜生氏（ 新潟病院 作業療法士） 

◼ 公的支援制度の種類と利用上の注意 渋谷亮仁氏（西新潟中央病院 作業療法士） 

◼ 多職種連携の在り方について    山口俊光氏（新潟市障がい者 ITサポート 

           センター 新潟大学特任講師）                          

【特別講演】 

『楽しい！ やってみたい! の実現にむけて難病コミュニケーションへの挑戦』 

  大島佑介氏（株式会社エンファシス） 

  

 

 

17:30  終了 

コミュニケーション支援を理解しよう!!  

講座 ２   機器体験「明日から使える巧みのわざ 学べます !!」  

 身近なスマートフォン、各種スイッチ アイスイッチなどの活用 

で生活を楽に楽しくする方法 

令和 4年 

11月12日 土

日

土 
 

 

                   

新潟ユニゾンプラザ 

講座 １ 

申込みはこちら 

 

西新潟中央病院 

 
参加費無料

参加費無

料 

 

 

 

11：00～15：00   

支援機器の紹介、お持ちのスマホでできる意思伝達の紹介等 

予約はいりませんのでお好きな時間にお越しください。 

※希望者には配信も行います   

 
。 

   

   

 

13：30から『紹介機器』の配信も行います 

 

下記の時間で個別相談もお受けします。              

13:00～   14:00～   各時間 6 名   要予約 

 申し込み時に知りたい事、状況をお書きください 

[ここに出典を記載します。] 



 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

⚫ 期間：8月 2日（月）～10月 14日（金） 12：00迄 

⚫ 方法：ホームページ、チラシ QRコードからお申込みください。 

⚫ 定員：『 講座 1 』60人 （対面 40人 Zoomウェビナー20人）  

   『 講座 2 』40人 （対面 30人 オンライン 10人） 

各講座両方、あるいはどちらか片方の申し込みも可能です。   

機器体験で個別相談を希望される方は希望時間をお選びください。 

⚫ 受講対象者：難病の方を支援する関係者、難病患者さん・ご家族等、関心をお持ちの方 

⚫ 申込み多数の場合には調整させて頂く場合があります。 

⚫ 新型コロナウイルスの感染状況により中止あるいは内容を変更させて頂く場合があります。 

⚫ 会場では対面事業における感染防止対策を講じて実施します。 

＊ オンライン受講の方について前日までに視聴用 URLをお送ります。 

＊ お申込みいただいた個人情報は適切に管理し、講座目的以外には使用しません。 

＊ パソコン、スマートフォンに Zoomのアプリをインストールし登録を済ませてください。 

＊ 「ｎiigata-nansen@nifty.coｍ」からのメールが受信できるように設定をお願いします。 

＊ Zoomは無料で使用できます。ただし、インターネットに接続するための通信料金は 

参加者負担となります。Wi-Fi環境を確認の上ご利用ください。 

 

 

 

 

 

申し込みについて 

 

 

新潟ユニゾンプラザ 

新潟市中央区上所 2丁目 2-2 

☎  025-281-5511 

          北陸自動車道新潟西 IC 

→国道 8号新潟バイパス女池 IC→約 7分 

 

アクセス 

西新潟中央病院 

新潟市西区真砂 1-14-1 

          北陸自動車道 西 IC経由 

黒埼 ICより 15分 

           JR越後線「小針駅」下車徒歩 15分 

 
講師紹介  大島佑介氏（株式会社エンファシス） 
2005年 母親が ALSと確定診断。眼球や瞼の微かな動きでコミュニケーションを取りながら、 

母らしさを掴み取りたい人。また技術者として、ものづくりでコミュニケーションを支援する

ため 2013 年株式会社エンファシス入社。視線や目・瞼の動きで操作する「アイスイッチ」の

開発・販売に従事している。 

 アイスイッチ： ALS等の四肢が不自由な方々や寝たきりの高齢者を対象にした装着物なしでも

身近なものを操作できる、新たな入力方式の福祉用具です。 

 

 

アクセス 

 

mailto:ｎiigata-nansen@nifty.coｍ」

